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出雲方言のつどい－出雲ことば再発見－ 

４ 出雲弁のある暮らし 
 
（司会） どうもありがとうございました。続きまして藤岡大拙先生に，ご講演をいただきます。

藤岡先生につきましては，あらためてご紹介するまでもございませんが，出雲地方の歴史，風土

を多方面から分析，研究され，多くの著書をお書きになっていらっしゃいます。本日は地元研究

者を代表いたしまして，また出雲弁保存会の会長として，「出雲弁がある暮らし」と題して出雲弁

の魅力を語っていただきます。それでは藤岡先生，よろしくお願いいたします。（拍手） 
 
（藤岡） 先ほどは木部先生をはじめ，平子先生，友定先生など，この学界の若手からベテラン

の有名な先生方が，出雲弁はキチャナマシケン（きたならしいから），やめてしまえとおっしゃる

かと思いましたら，そうではなくて，年寄りは特にこれから伝えていってほしいと。特に友定先

生はあらゆる角度からもっと出雲弁保存をやるべきだとの有り難いお言葉と申しますか，励まし

をいただきまして，今まで保存活動をやってきた甲斐があったと，非常に嬉しく思っております。

今日は，ダラジ（馬鹿）の一つ覚えで，どこででもしゃべっているのですが，出雲弁の三つの特

徴をお話ししたいと思います。 
 特徴の一つ目は，語彙が豊富だということです。もう他では滅び去ったような言葉が，出雲で

はエマネキ（今でも）使われているということ。あるいはまたそうじゃなくて，出雲地方だけの

言葉を，エマネキ使っている場合もあります。それらの語彙がどのくらいあるか。もちろん正確

なことは分かりません。でも，ここに加藤義成先生の原稿がございます。稿本です。『中央出雲方

言語彙考』という稿本です。 
 これは，加藤先生が恐らく中央の誰かに頼んで，中央で刊行してゴシナハランカ（くださいま

せんか）といって，大学の先生か出版社の人に頼まれたようですが，なんと，けしからんことに，

その原稿が古本屋さんのカタログに出ていたのです。それを地元の方が見つけて，さっそく購入

して，島根県立図書館に寄贈されたのです。それを私はコピーさせてもらったんです。 
 この加藤先生の稿本を見ますと，だいたい出雲方言が二千五百語ぐらい載っています。だいた

いこのぐらいかな，と思ったこともありましたが，しかしよく見ると，出雲だけではなくて，他

国でもつかっているような言葉もはいっていますので，純粋な出雲弁はその半分の千二，三百語

ぐらいかもしれません。 
 今さっきスクリーンにも出ておりましたが，出雲市灘分町で開業しておられた，牧野医院の牧

野辰雄先生が作られた『出雲のことば早わかり辞典』，今，これだけが手にはいる出雲弁辞典です

が，もっとも古本屋でしか手に入りませんが，貴重なものです。この辞典は，先生が長年患者と

むきあって話をされた，そのときの会話のなかの出雲弁を記録したものです。「どげ，したかね（ど

うしました）」「はぇ，背なんはが，ハシテ（ぴりぴり痛む），エケマシェンガ（こまっています）」

こういう会話のなかから，逐一拾い上げたもので，貴重なものです。全体で約七千五百語ぐらい

ありますが，よく見ると，発音がちょっとなまっているだけで，出雲方言語として収録されてい

るものもあって，相当差し引かないといけません。 
 ここにもう一冊，岡義重先生の遺稿本『簸川地方弐千語』があります。岡先生は斐川町富村（と

びむら）の先生で，私が小学校で習った先生です。先生は民俗学の研究者で，柳田国男の指導の

もとで，国立国語研究所の調査員になって，方言の採訪などやておられました。この本は最近，

ＮＰＯ出雲学研究所が中心となって出版いたしました。 
 これを見ますと，私なんかでも分からんヤナモン（ようなもの），知らん言葉がいっぱい出て来

ます。でも，弐千語というのはちょっと多いですね。やっぱり千二百語ぐらいが妥当な線だと思
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います。でも，千二百語にしたってものすごく多いと思いますよ。皆さんも私も，共通語の上に

千二百語ほど余計に知っているわけですから，われわれは，タエシタモン（すぐれた者）でござ

いますねぇ。 
 皆さんのお手元に，「平成版出雲弁見立番付」の一部をお配りしています。これは松江市が全戸

配布しています『暮らしの便利帳』のなかに挿入されているものです。私と小林忠夫出雲弁保存

会副会長とで作りました。これは売り物でございまして，掲載するのはエケン（いけない）と言

いましたが，サッチ（是非是非）載せさせてゴセ（ください）と頼まれて，ほんなら，上半分だ

け許可しましょうということで，話をつけました。この番付は初代出雲弁保存会長の木幡吹月さ

んが作られた見立番付を修正したものです。先ほど話にも出ました小学館の日本国語大事典を調

べて，他国にない言葉だけを選んで作成しました。 
 「だんだん」は意外にも出雲弁ではありません。米子に行くと，バスのどてっ腹に「だんだん

号」と書いてあります。以前，『坂の上の雲』をテレビでごらんになったら，伊予の松山のほうで

も，「だんだん」と言っていましたね。だんだんは西日本一帯，九州の博多，大分，宮崎，鹿児島

あたりでも，使われているそうです。ただ，島根県庁に松山から来た方がいまして，「あなたのと

ころでは，今でもだんだんを使っていますか」と尋ねましたら，さっそく親御さんやおばあさん

に問い合わせをしてくれました。昔は使っていたが，今はまったく使わない，という回答をえま

した。だから，他国では急速に「だんだん」は使われなくなっているようですが，ひとり我が出

雲では，いまだに「だんだん」を日常的に使っています。「だんだん」はいい言葉ですよ。有難う

よりも，もっと心がこもっていますよ。それを出雲では，老若男女，老いも若きも使っているわ

けです。先ほどの友定先生の応援歌にもありましたが，我々はこれからもどんどん使っていきた

いものですね。 
 そこで，これです（資料「出雲弁見立番付」を示す）。アクセントも注意してくださいよ。まず

一番の横綱，東の横綱は「はいごん」，つづいて「ぼいちゃげる」「がっしょ」「ひまぐらし」「せ

ぎわい」「がしんけな」「えでほる」「なやみする」「お前さんとこは，なやみしなはったげなね（家

を造作されたそうですね）。結構さんでござぇましたね」というふうに使います。西側だと，横綱

は「こらまたなんだら」代表的な強い感嘆詞，感動詞です。つづいて「ばくらとする」「おえなお

えな」「じじらに」「ぼやける」「つけごめ」「ししし」「ただくち」どうですか，分かりますか。も

う一段下の前頭級を見ましょう。 
 「あおんだま」「きびし」「のーて」「くどまんど」「せつ」「けんげら」「ぞーれる」「はいざん」

「ござなめ」「えきじ」「たける」「びがんな」「さい」「ふてぶる」「ちっと」。 
 西方へいきましょう。「へたくなる」「ほねがかいい」「つぐなる」「みりんぼ」「てれぐれ」「む

らさ」「もだえる」「どける」「したえきな」「しとな」「よじき」「おみける」「りんば」「かききり」

「なえくる」。 
 皆さんのなかには，「りんば」なんかご存じない方が多いでしょうね。ルンバは知ってるけど。

「りんば」というのは，羽釜の輪っかです。羽釜をくど（竈）にかけるとき，りんばでひっかけ

ておくのです。「りんばは直（じか）につまんだなぇじ，煤がつくけん」 
 もう一つ難しい言葉に「たける」があります。だいぶ死語になりつつありますが。酢酸のよう

な強い刺激臭があって，つーんと鼻にくるようなとき，鼻にたけるといいます。あと，出雲弁の

言葉の上の方に，小さい字で意味が書いてありますから，それを見て使ってください。出雲弁独

特の言葉がたくさんあることがお分かりいただけましたか。 
 語彙の豊富さの次に，発音にも大きな特徴があります。ズウズウ弁というやつですね。東北地

方がズウズウ弁だということは，広く知られていますが，東京から西，九州までの間で，唯一ズ
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ウズウ弁がの遺っているのが出雲なんですよ。さらに出雲弁には，かなりきつい訛があります。

そこで資料の裏のほうを見てください。岡義重先生の書かれた『郷土斐川物語』のなかに出雲弁

が載っております。それをちょっと拝借してきました。最初のところを少し読んでみましょう。

へたくそですが。 
 「今度はおばあさんに聞いた昔の女の子の遊びをお話しましょう」ここまでは共通語ですよ。

これからです。「あのな，おらんちが，ほせ時ねわな，よう手毬ちきをして遊んだもんだわ。グン

マリだなての，綿を芯ねして，木綿のふきえとをあちに巻えて，丸ねしての，そーを五色の糸で，

かがったもんだ。白玉の上へ赤や青の糸で，麻の葉ちなぎや松かがりやなんかや，美事ね，縫い

ちけることを，手毬をかがるてて言ってな，そのかがることが，おれしかったもんだ。その美事

な手毬を，縁側や板の間でちくと，ようちけての，歌おたえながら，両手でトントンちえたわな。

近えころのグンマリみたえね，足あげたり，尻からげしたりしたもんだなて，縁側ね坐って，歌

ね合わせて，ちきやこしたものよ。おたって聞かしょか，手毬ちき歌を。忘れてしまったかも知

れんがの。」 
 こういうのです。これは縁側でおばあちゃんが，孫娘に話している情景です。資料の次へいき

ましょう。これは『里坊郷土誌』です。里坊は雲南市三刀屋町の山の中です。稗原からも行けま

すよ。此処の郷土誌には囲み記事がたくさん載っていますが，その一つがこの資料です。出雲弁

の用例としていいじゃないかと思います。第一行目は出雲弁。第二行目はその翻訳文。第三行目

は出雲弁，というぐあいになっています。ですから，皆さんは出雲弁を先刻ご承知ですから，奇

数行だけ読むことにしますよ。その前に，ちょっと申しておきたいのですが，里坊は山に囲まれ

た所ですが，その山はほとんど田部家の持ち山だったそうです。 
「尼子さんの時代から オランチの山だとおもっちょったけん 
オチのもんだけん デヒャーしーだないてて 
田部のダンサン エワッシャーげな 
オッツァン ドゲ 思わっしゃーかね 
オラ ヨークソ シゴシーてて ホドがあーわ と思うじね 
ジゲジーの山を ゼニで買えだことなんてて ワジラーヤナワー 
オチャ エンバト オババが センド ワジラッタシ 
オジジの 法事もあたっちょーし エゴハゴすーなかえね 
カカが メヤシンナーだけん エーモンバッカーで クターベタワ 
フダリテ アエマチ しーだけん ドコゾ ゴモシンでも 
エワニャー クヮハテがねとまっしゃい 
ドッコネモ カエサメしたてて ゼニケなもんは 
アーシマセンワ オザワキが エチバン クターベましたわ 
ソーネシテも 松四郎さんは キーなことで 
エラシジことでしたわ アラ シンカタが オカシじね 
子供シが エトシナゲで ならんがのー」 
 この次は，恐らく悔やみの文言が続くでしょう。 
「なーんと，驚きいりました。とうとう，松四郎おじいさんのオトリナオシ（回復）が，ござぇ

ませだったゲデ（そうで），エタワシ（労しい）ことでござぇましたねー」という文言から，なが

ながとお悔やみの口上がはじまります。先ほどの友定先生の話とつながっていくわけです。出雲

の挨拶は，慶弔，日常にかかわらず，長くて丁寧です。ちょっとした挨拶でも，五，六ぺんは頭

をさげなければなりません。もちろん，その間に，しっかり口上もしゃべります。今の若いもん
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は，いったいなんですか。「オッス」とか「やあ，どうも」これだけで終わりじゃないですか。都

会の方はだいたいこんなぐあいでしょう。出雲人は最敬礼に近い挨拶をしています。出雲はいい

ところですよ。 
 そこで，次にそのいいところをやらないといけませんね。第三番目の特徴です。それは穏やか

で，柔らかい語り口です。相手に不快感や負担感をあたえないためです。それだけに，内容は曖

昧で分かりにくくなりますが，出雲人はそれでもいいと思っています。そこで，曖昧な語り口に

ついてお話ししてみましょう。 
 大津か今市の，或る家としましょう。親類が奥の方（山間部）にあった。何処でもいいですが，

例えば今日先生たちが調査に行かれた日登（雲南市木次町）としましょうか。日登の親類のおっ

つぁんが，今市の家へやってきた。 
「今日（こんにち）は，今日は，誰かおられーかね」 
「はい，おぇでましたね」と言って出て来たのは，おばさんでした。 
「コラマタナンダラ（まあ，これはこれは），奥のおっつぁん，今日はドゲしたことでしかね」 
「エンヤ，エマェチ（今市）へデー（出る）用があったついでに，門（かど）とおったけん，チ

ョッコ（ちょっと），のぞぇてみたがね」 
「マージ（まあまあ），フサシブー（久しぶり）でしたね，さ，上がってごしなはぇ」 
「エンヤ（いやいや），今日はソゲナシコ（そんなわけ）で，チョッコ，顔見ねのぞぇたばっかだ

けん，上がらんじね」 
それから，しばらくオエタリフッパッタリ（押したり引いたり押し問答）して， 
「そげかね，そんなら，カケゴシ（縁側に腰掛ける）も，ナンダラケン（よくないだろうから），

チョッコシ，あがらせてモラワカノ（もらいましょうか）」 
上がりますと，畳の上で本式な挨拶がはじまります。例の五，六ぺん頭さげるやつ。 
「えらえ，ノク（暑い）ことでござぇますがねぇ」「そげそげ，ねぇ。毎日，ノクタラシテ（暑く

て）アバキマセン（やりきれません）がねぇ。」「お前さんトカ（ところは），ゴット（みんな）ま

めなかね」「だんだん，だんだん，お蔭三さんで，ゴット，シナーグナー（どうやらこうやら）や

っちょますがね。ソーヨモ（それよりも）お前さんとこはね」というように続きます。 
そのうちに，奥のおっつぁんは亭主のおやじの姿が見えないのに気がつきます。 

「おばさん，今日は此処のおっつぁんの姿が見えんが，何処へえきちゃったかね。畑かね」 
「えんや，チョッコシ」 
「チョッコシでは分からんがね。散髪屋かね。スーパーかね」 
「えんや」「按摩かね」「えんや」「アーエケ，えんや，えんや，では分からんがね。エシャハン（医

者はん）かね」「はー，エシャハンへ，チョッコシ」 
「なにね？ どこがエタシ（病気） かね」「えーんや，自転車でちょっこしマクレテ（転んで）・・

…… 」「そーで，どげなアイマチ（怪我） だった？ たいしたこたなかったかね」 
「はあ，マクレタとこへダンプがやってきて」 
「ナニヤ（なになに），そらー，おおアイマチだがね。そーで，何処へ入院しちょってだ」 
「中央病院ですが」「そーで，ナンボ（どれくらい）入院しちょってかね」 
「ホホロ（おおよそ）一ヶ月くらいですかねぇ」 
「うわー，そらたいへんだ，知らんとはいえ，見舞いだえセスコネ（せずにいて），失礼しとった

のー」 
 おばさんは，なんでそんなに逃げまわるのでしょうか。はじめから，はっきり実情を言えばい

いのに，と思うでしょう。出雲人はそこのところにものすごくこだわる。亭主が大怪我をしてい
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ることが分かると，見舞いだのなんだのと，相手に迷惑をかけることになる。だから，もう，言

わんように，言わんように，内緒にして，内緒にしておこうとするのです。 
 奥から来たおっつぁんも出雲人ですから，そこは追求の手をゆるめない。ぴったりくっついて

ネネシク（しつこく）聞きますだけん，とうとう言わざるを得ないようになります。おじさんは，

「コラマタナンダラ，失礼しとったねぇ，」というようなことで，後日，羊羹箱でも持って，中央

病院へ見舞いにいくということになります。 
 こういうふうに，万事についてあまりモノを言わない。言ったら相手を不愉快にさせる，負担

感を抱かせることがありますから，穏やかに，曖昧に，どっちかというと，よく分からないよう

なふうな言い方を出雲人はするのです。顔の表情も豊かではありません。能面のような，という

のは言い過ぎですが，大げさな表情はいたしません。すべてセーブした表現です。 
 そのため，相手の顔色，相手の表情を読み取る感覚は，ものすごく鋭いものがあります。微か

な表情のくもり，口元や目尻の微かな動き，そういったものに敏感に反応するのです。象徴的な

芸術である能や狂言を，出雲人は地（じ）で行っている。言葉よりも表情を読み取る感性がつよ

いのです。ですから，現代の風潮には合いませんわ。若い人には住みにくいかもしれませんね。

出雲やなんかはやーめただ，と思っている人も多いでしょう。ところが，慣れてくると，これく

らい住みやすい人間社会はないんです。 
 私なんか出雲が好きで好きでコタエン（たまらない）です。もう間もなく，お迎えの駕籠が来

る年齢ですが，「チョッコシ，待ってゴシナハイ。モチト（もうちょっと），エンジョイしてから

逝きたいですケン」と言いたいですね。出雲は豊富な語彙，ズウズウ弁，そして非常にデリケー

トな言葉遣いがある，ということを申し上げて，私のつたない漫談を終わりにします。せっかく

お二人の先生がアカデミックなお話をなさった後で，なんだか，マゼクラカス（だいなしにする）

ヤナ（ような）お話をして申し訳ありませんでした。ご静聴を有難うございました。 
 


